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主催／社会福祉法人大阪聴覚障害者福祉会・後援会



大阪には､聴覚障害者のコミュニケーション(手話や身振りなど)を大切にした専門施設や相談機関が

まだまだ不足していますb聴覚障害者の暮らしを支援し､聴覚障害者福祉の向上のためには､たくさんの

賛同者が必要ですbぜひ後援会の活動にご協力ください。

「聞こえない｣障害のほか､知的､視覚､精神､肢体などの障害のある｢ろう重複障害者｣が大阪府内には

推定約600名以上おられますb｢なかまの里｣｢あいらぷ工房｣｢北摂聴覚障害者センターほくほく｣｢ほくぷ

障害者作業所(堺市)｣ができた今でも､手話や身振りで気持ちを伝えられない一般の知的障害者施設に

入･通所したり､社会的な支援を利用できず在宅となって生活されているのが現状ですbろう重複障害者

の暮らしを支える社会資源(施設や福祉サービス)はまだまだ足りません。

介護保険制度を利用しても､ろうあ高齢者のニーズに対応できる老人ホーム､在宅介護サービスは､｢あ

す<の里｣や｢大阪ろうあ会館｣の他にはほとんどありません｡食事や入浴の介護が受けられても､コミュニ

ケーションがとれないと､集団の中で孤立し､一人寂しい思いがますます大きくなってしまいますb中には

体調を壊して利用を止めてしまう人､生きる意欲をなくす人もいます6

霞購謬菫 プﾝ!‘国の内示がおりました
＜こんな施設を支援しています＞
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鶴見区民センター
〒538-0052大阪市鶴見区横堤5-3-15(鶴見区役所西隣）

電話06-6912-3971 FAXO6-6912-3900

大阪メトロ長堀鶴見緑地線横堤駅4番出口

大阪シティバス｢地下鉄横堤｣北へ1分

唇 囹問い合わせ先・参加協力券申込

社会福祉法人大阪聴覚障害者福祉会。後援会事務局
〒583-0842大阪府羽曳野市飛鳥11

TEL: 072-959-2324 FAX: 072-959-2632

Email :kouenkai@daichofuku.or｡jp

’ 碑見区役所

合同庁舎

餌見

蟹索署

銀行


